
子らの笑顔、みんなの宝　〝かたの„　子育て応援プラン 交野市次世代育成支援行動計画　　目標事業量の設定
～交野市次世代育成支援（後期）行動計画～ 　　　特定事業にかかわる目標事業量について　(進捗状況）

事業名 指数
平成21年度

実績
平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

平成26年度
目標

担当課

 地域子育て 　 　 　

支援拠点事業 施設数 ２か所目 ２か所 2か所 2か所 計2か所

開設 継続 継続 継続
【センター型】

地域子育て 1か所 1か所 ２か所 2か所 2か所 　
支援拠点事業 施設数 つどいの広場 開設 継続 継続 計2か所

５つの取り組み 【ひろば型】 　 　 ぽらりすひろば 　 　
開催日数 週3日 週3日 週3日 週3回 週3回

交流支援ネットワークの形成 水・金・土 月～土 月～土 月～土
地域との連携による子育ち支援 地域子育て 　 　 　

支援拠点事業 検討 当面実施

仕事と生活の調和 【児童館型】 ※第１児童セン
ター（いくの）

しない

すべての子育て家庭を支える多様な保育サービス
自立支援と経済的負担の軽減 一時預かり事業 定員 １０人 20人 20人 20人 20人 計３０人

　 　 ２か所 （計４０人） （計４０人） （計４0人） （計４0人） 　
子どもの人権尊重と権利擁護 【保育所型】 施設数 星田保育園 ２か所 ２か所 2か所 2か所 ３か所
母親・子どもの健康と安心の確保 交野保育園 　 　 　
「いのち」、「食」、「人」とのつながりを大切にできる子どもの育成 一時預かり事業 定員 　
障がいのある子どもへの支援の充実 【地域密着型】 施設数 検討

　 　 　
次代の親の育成 　 市外 市外 市外 市外 市外 　
子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等の整備 施設数 3か所 ３か所 ３か所 3か所 3か所 ３か所
生涯学習と家庭教育の充実 　

　 市外 市外 市外 市外 市外 　
ゆとりとうるおいのある環境づくり 施設数 3か所 ３か所 ３か所 ３か所 ４か所 ３か所
子どもの安心・安全の確保 　

施設数 １か所 　１か所 １か所 1か所 １か所 １か所
会員数 　 　 　

提供会員 ６２人 ７１人 ７４人 ８３人 ８７人

両方会員 ７人 １４人 １４人 １７人 １９人

施設数 １０か所 １０か所 １０か所 １０か所 １０か所 １０か所
　 　 　 　

施設数 １０か所 １０か所 １０か所 １０か所 １０か所
定員 1,115児 1,115児 1,135児 1,135児 1,135児

当面実施
しない

当面実施
しない

　
放課後児童 施設数 １２か所 １２か所 １２か所 １２か所 １２か所 目標
健全育成事業 　 (10校） 時間延長等

定員 680人 680人 680人 680人 ６８０人 の拡充
１９ 18:15まで 18:15まで 18:15まで 18:15まで

資料　３

１か所
交野市地域子
育て支援セン

ター

子育て支援課

星田地域子育て支
援センター

子育て支援課

未実施 子育て支援課
※ひろば事業（ぽらりすひろば）が近く
にできたため。児童館型の支援センター
実施については一旦、検討を終了する。

こども園課

子育て支援課制度及び実施是非の検討

トワイライトステイ
　　　　　　事業

子育て支援課

ショートステイ事業 子育て支援課

ファミリー･サポー
ト･センター事業 子育て支援課

延長保育事業 こども園課

病児対応型事業 未実施
実施に向け検討 実施に向け

検討
子育て支援課

病後児対応型事業 未実施
実施に向け検討 実施に向け

検討
子育て支援課

体調不良児対応型事
業

未実施
実施に向け検討 実施に向け

検討
こども園課

特定保育事業 未実施
実施に向け

検討
こども園課

通常保育事業 継続実施 こども園課

青少年育成課

休日保育事業 未実施 こども園課

夜間保育事業 未実施 こども園課

●   基本理念 
キャッチフレーズ   子どもいっぱい 元気な “かたの〟 
●   ３つの基本視点 
１） 子どもたち自身の“子育ち”の視点 

２） 子育てする人・家庭の“子育て”の視点 
３） 地域の“和”の視点 

1．地域ぐるみの子育ち・ 
  子育て支援への取り組み 

２．すべての子育て家庭を 
     支える取り組み 

４．子どもの豊かな育ちを 
     支える取り組み 

５．安心・安全でうるおいの 
   ある生活環境づくりの 
         取り組み 

３．人権、いのち、健康を 
      守る取り組み 

ファミリー・サポート・センターの活用促進による対

応を検討 

ファミリー・サポート・センターの活用促進による対

応を検討 

ファミリー・サポート・センターの活用促進による対

応を検討 


